
注） 内科・・・内科、心療内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、アレルギー科、リウマチ科、神経内科
外科・・・外科、呼吸器外科、心臓血管外科、小児外科
精神科・・・精神科、神経科
耳鼻いんこう科・・・耳鼻いんこう科、気管食道科
泌尿器科・・・泌尿器科、性病科、こう門科

（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査
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病院診療科別医師数の伸び
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・ 新入院患者数は各年間の患者数 （病院報告）

・ 全身麻酔・手術実施件数は９月中に一般病院で実施した件数（医療施設調査）

・ 外科医師数は、外科・脳神経外科・呼吸器外科・心臓血管外科・小児外科の医師数の合計。 （医師・歯科医師・薬剤師調
査）
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○勤務状況について、３５．９％の医師が「悪化した」「どちらかというと悪化した」と回答した。

○業務負担の変化について、入院診療、外来診療、診療外業務のいずれについても変わらな
いが５～６割で最も多く、次いで、増加したという回答が多かった。

医師の勤務状況の変化

4.2% 9.7% 49.0% 20.6% 15.3% 0.3%0.8%
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改善した どちらかというと改善した 変わらない どちらかというと悪化した 悪化した その他 無回答
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入院
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病院内の診療外業務

軽減した 変わらない 増加した 無回答

１年前と比較した業務負担の変化（N=6616)

１年前と比較した業務負担の変化（N=6616)

（平成20年度 検証部会調査「病院勤務医の負担軽減の実態調査」より作成
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平成１８年３月 医師需給に係る医師の勤務状況調査

回答医師数（病院常勤医師：６６５０人、無床診療所医師：４７３人）

※滞在時間とは、業務時間に加え、休憩時間、自己研修、研究といった時間も含む医療施設に滞在する時間

※業務時間とは、医師が医療機関において過ごす時間のうち、診療、教育、他のスタッフ等への教育、その他の会議等の時間

業
務
時
間

滞
在
時
間

「医師需給に係る医師の勤務状況調査」による医師の勤務時間
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